
◆豊かな心と自ら学ぶ意欲をもち、仲間とともにたくましく生きる児童の育成◆ 

 

 

 

 

 

厚生労働省は、マスクの着用について３月 13日以降は個人の判

断に委ねることとしましたが、卒業式以外の学校におけるマスク着

用の考え方については、3月末までは従来どおりです。また、健康

観察等につきましても同様ですので、ご理解とご協力をいただきま

すようお願いします。 

 

 
今年度も成美地区にお住まいのおじい

さんやおばあさんから、コロナ禍の中で

学校生活を送っている本校の子どもたち

に向け、たくさんのあたたかいメッセー

ジをいただきました。この気持ちに応え

ようと、児童会の子どもたちが中心にな

って全ての学年に呼び掛けてお礼のメッ

セージを作成しました。 

３月１３日（月）、成美地区社会福祉協

議会の向出さんと森本さんに学校へ来て

いただき、直接子どもたちからお礼のメッセージをお渡ししました。お二人からは「さ

っそく地域の集まりの中で、紹介させてもらいます。」とおっしゃってみえました。 

今年度もまだ新型コロナウイルスの影響は残っており、子どもたちが地域の方々と

接する機会があまりありませんでした。そのような中、こうして子どもたちと地域の

方々との心と心の触れ合いができたことを、とても嬉しく感じています。 

 

「第１６回いじめ防止標語コンテスト」に

おいて、４年雪組の 山路 悠真（やまじ ゆ

うま）さんが、優秀賞を受賞しました。学校

に送られてきた表彰状や記念品を、３月 1日

に校長室で伝達しました。 

このいじめ防止標語は、いじめについて考

える授業の一環で、クラスのみんなで標語づ

くりをしたそうです。悠真さんが考えた標語

は、「悲しいな 助け求めて 無視される」で

す。いじめの様子について五・七・五になるように言葉を選んで考えたとのことです。

山路さん、優秀賞受賞おめでとう！ 
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